
     

 

 

 

 

    

  言葉は大切！人を勇気づけ幸せにするために使おう！ 
 庭塚小学校では，４月から「自分がされて嫌なことは人にしない。（自分や友達の心と体を傷つけること）」を大 

切な約束として，生活しています。「たたく・蹴る」などの暴力の他に，「言葉による暴力」は，心が傷つきます。 

例えば「うざい」「きもい」という言葉を，普通に使っている様子を見ると，悲しくなります。「〇〇菌」などとは， 

もってのほかです。「いじめ」になります。また，最近，先生のことを「〇〇ちゃん」や「△△」などの呼び捨てや 

あだ名で呼ぶ声を耳にしました。特別な呼び方をしなくても信頼関係は築くことができます。学校では，一人一人 

が，気づくように言葉かけをしています。言葉は，使い方次第で，人を傷つけます。反対に，使い方次第で人を勇 

気づけ幸せにします。どちらがよいかは，子どもたちも分かっています。ご家庭でも「言葉の大切さ」について， 

話題にしてみてはいかがでしょうか。言葉は，人を勇気づけ幸せにするために使いたいものです。 
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平成３０年 ７月１２日   発行者 庭塚小学校長 渡邉かほる 

すてきな掲示物！ 
中央階段の踊り場に，毎月ス

テキな掲示物が飾られていま

す。６月担当のわかば学級１・

２組から，７月担当の３年生に

バトンタッチされました。 

わかば学級，３年生が，一つ

一つ，一人一人心を込めて作成

した月の掲示物で，明るい気持

ちになっています。 

※ 明日は，保護者の皆さんとの大切なコミュニケーションを図る授業参観日です。お待ちしております。 

「いかのおすし」で 毅然と正しく対応！！ 

登校中に，不審者に声をかけられたという事案がありましたが，慌てず

に，毅然と対応したため，事なきを得ました。 

 〇 声をかけられても「えっ」と拒否した。（→できるだけ遠くに離れる。） 

 〇 車のナンバーを覚えていた。（→覚えようとして無理はしない。） 

 〇 学校に来て，すぐに交通指導員や職員室の先生に伝えた。 

すぐに駐在所に連絡したところ，福島警察署でもきちんと対応してくだ 

さいました。学校としてもご家庭や近隣校へメール発信，下校時の見回り

ができました。毅然とした正しい対応で，自分を守り，友達をも守ること

ができました。今後も，登下校には，なるべく複数で歩くなど気をつける

よう指導するとともに，情報を素早くキャッチし対応していきます。 

【７月の掲示 ３年生】 【６月の掲示 わかば学級１・２組】 

不審者 

注意！ 
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